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▲高見衆議院議員事務所での様子での様子

▲街頭活動の様子街頭活動の様子
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島
根
県
知
事
へ
要
望
書
を
提
出

　　

島
根
県
商
工
会
議
所
連
合
会

島
根
県
商
工
会
議
所
連
合
会

（
会
頭
：
田
部
長
右
衛
門

（
会
頭
：
田
部
長
右
衛
門
）
に
）
に

よ
る
島
根
県
知
事
へ
の
要
望
書

よ
る
島
根
県
知
事
へ
の
要
望
書

提
出
を

提
出
を
1010
月月
66
日
、
松
江
市

日
、
松
江
市

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
要
望
書
の
中
で
石
見
地
域

た
。
要
望
書
の
中
で
石
見
地
域

の
振
興
及
び
浜
田
地
域
に
関
係

の
振
興
及
び
浜
田
地
域
に
関
係

す
る
項
目
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
る
項
目
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。
す
。

３
．
石
央
物
流
工
業
団
地
の
規

３
．
石
央
物
流
工
業
団
地
の
規

模
拡
張
お
よ
び
進
入
道
路
の
整

模
拡
張
お
よ
び
進
入
道
路
の
整

備
に
つ
い
て

備
に
つ
い
て

　

現
在
、
浜
田
市
で
は
水
産
加

　

現
在
、
浜
田
市
で
は
水
産
加

工
団
地
へ
の
大
手
水
産
業
者
に

工
団
地
へ
の
大
手
水
産
業
者
に

よ
る
ア
ジ
フ
ラ
イ
工
場
の
進
出

よ
る
ア
ジ
フ
ラ
イ
工
場
の
進
出

や
瀬
戸
ケ
島
埋
立
地
へ
の
サ
ー

や
瀬
戸
ケ
島
埋
立
地
へ
の
サ
ー

モ
ン
陸
上
養
殖
事
業
の
計
画
が

モ
ン
陸
上
養
殖
事
業
の
計
画
が

進
み
つ
つ
あ
る
。

進
み
つ
つ
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
新

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
新

た
な
企
業
誘
致
や
地
場
産
業
の

た
な
企
業
誘
致
や
地
場
産
業
の

創
出
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
産

創
出
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
産

業
用
地
が
逼
迫
し
て
い
る
。

業
用
地
が
逼
迫
し
て
い
る
。

　

山
陰
道
の
三
隅
・
益
田
間
の

　

山
陰
道
の
三
隅
・
益
田
間
の

開
通
、
将
来
の
山
陰
道
全
通
を

開
通
、
将
来
の
山
陰
道
全
通
を

見
越
し
た
う
え
で
の
石
央
物
流

見
越
し
た
う
え
で
の
石
央
物
流

軽
工
業
団
地
の
立
地
場
所
の
重

軽
工
業
団
地
の
立
地
場
所
の
重

要
性
を
再
認
識
し
、
拡
張
へ
の

要
性
を
再
認
識
し
、
拡
張
へ
の

支
援
を
要
望
す
る
。

支
援
を
要
望
す
る
。

４
．
石
見
振
興
に
向
け
た
観
光

４
．
石
見
振
興
に
向
け
た
観
光

周
遊
ル
ー
ト
の
造
成
支
援
に
つ

周
遊
ル
ー
ト
の
造
成
支
援
に
つ

い
て
い
て

　

島
根
県
に
お
い
て
は
、
令
和

　

島
根
県
に
お
い
て
は
、
令
和

66
年
度
の
（
公
社
）
島
根
県
観

年
度
の
（
公
社
）
島
根
県
観

光
連
盟
石
見
事
務
所
開
設
を
は

光
連
盟
石
見
事
務
所
開
設
を
は

じ
め
、
県
西
部
の
観
光
振
興
体

じ
め
、
県
西
部
の
観
光
振
興
体

制
の
大
幅
な
強
化
を
図
ら
れ
て

制
の
大
幅
な
強
化
を
図
ら
れ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
観
光
客
誘
致
の
推
進

　

ま
た
、
観
光
客
誘
致
の
推
進

を
は
じ
め
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く

を
は
じ
め
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く

効
果
的
な
誘
客
施
策
を
展
開
す

効
果
的
な
誘
客
施
策
を
展
開
す

る
た
め
に
観
光
地
域
マ
ー
ケ

る
た
め
に
観
光
地
域
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
新
規
事
業
を

テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
新
規
事
業
を

盛
り
込
ん
だ
事
業
計
画
が
推
進

盛
り
込
ん
だ
事
業
計
画
が
推
進

さ
れ
て
い
る
。

さ
れ
て
い
る
。

　

つ
い
て
は
、
萩
・
石
見
空
港

　

つ
い
て
は
、
萩
・
石
見
空
港

の
利
用
拡
大
に
も
つ
な
が
る
県

の
利
用
拡
大
に
も
つ
な
が
る
県

西
部
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た

西
部
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た

１
．
重
要
港
湾
浜
田
港
の
機
能

１
．
重
要
港
湾
浜
田
港
の
機
能

充
実
に
つ
い
て

充
実
に
つ
い
て

　

日
本
海
側
拠
点
港
の
浜
田
港

　

日
本
海
側
拠
点
港
の
浜
田
港

は
、
県
内
唯
一
の
国
際
貿
易
港

は
、
県
内
唯
一
の
国
際
貿
易
港

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
浜

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
浜

田
港
の
岸
壁
は
、
近
年
の
急

田
港
の
岸
壁
は
、
近
年
の
急

速
な
船
舶
大
型
化
に
対
応
で
き

速
な
船
舶
大
型
化
に
対
応
で
き

て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、
１
，

て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、
１
，

０
０
０
Ｔ
Ｅ
Ｕ
積
み
コ
ン
テ
ナ

０
０
０
Ｔ
Ｅ
Ｕ
積
み
コ
ン
テ
ナ

船
や
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
等
の
寄

船
や
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
等
の
寄

港
を
可
能
と
す
る
施
設
整
備
が

港
を
可
能
と
す
る
施
設
整
備
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

つ
い
て
は
、
圏
域
の
経
済
活

　

つ
い
て
は
、
圏
域
の
経
済
活

動
を
支
え
る
物
流
拠
点
と
し

動
を
支
え
る
物
流
拠
点
と
し

て
、
早
期
に
船
舶
大
型
化
に
対

て
、
早
期
に
船
舶
大
型
化
に
対

応
し
た
岸
壁
整
備
等
港
湾
機
能

応
し
た
岸
壁
整
備
等
港
湾
機
能

の
強
化
・
促
進
を
要
望
す
る
。

の
強
化
・
促
進
を
要
望
す
る
。

さ
ら
に
、
コ
ン
テ
ナ
貨
物
取
扱

さ
ら
に
、
コ
ン
テ
ナ
貨
物
取
扱

量
が
年
々
増
加
す
る
中
、
荷
役

量
が
年
々
増
加
す
る
中
、
荷
役

ヤ
ー
ド
の
不
足
が
深
刻
化
し
て

ヤ
ー
ド
の
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
る
。
荷
役
ヤ
ー
ド
の
確
保
に

い
る
。
荷
役
ヤ
ー
ド
の
確
保
に

つ
い
て
も
緊
急
か
つ
抜
本
的
な

つ
い
て
も
緊
急
か
つ
抜
本
的
な

施
策
の
検
討
を
お
願
い
す
る
。

施
策
の
検
討
を
お
願
い
す
る
。

２
．
浜
田
漁
港
の
機
能
充
実
と

２
．
浜
田
漁
港
の
機
能
充
実
と

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

特
定
第
三
種
漁
港
に
指
定
さ

　

特
定
第
三
種
漁
港
に
指
定
さ

れ
て
い
る
浜
田
漁
港
は
、
漁
港

れ
て
い
る
浜
田
漁
港
は
、
漁
港

内
の
荷
さ
ば
き
所
が
全
て
衛
生

内
の
荷
さ
ば
き
所
が
全
て
衛
生

管
理
型
へ
移
行
し
、
漁
港
機
能

管
理
型
へ
移
行
し
、
漁
港
機
能

の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
水
産
業
を
取
り
巻
く

　

一
方
で
水
産
業
を
取
り
巻
く

状
況
は
、
水
揚
げ
量
の
低
迷
、

状
況
は
、
水
揚
げ
量
の
低
迷
、

要

望

項

目

漁
船
の
老
朽
化
、
漁
業
就
業
者

漁
船
の
老
朽
化
、
漁
業
就
業
者

の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
な
ど

の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
な
ど

の
諸
課
題
に
加
え
、
燃
料
代
や

の
諸
課
題
に
加
え
、
燃
料
代
や

資
材
費
等
の
漁
労
経
費
の
高
騰

資
材
費
等
の
漁
労
経
費
の
高
騰

に
よ
り
一
層
厳
し
い
環
境
に
あ

に
よ
り
一
層
厳
し
い
環
境
に
あ

る
。
る
。

　

つ
い
て
は
、
地
元
漁
船
の
存

　

つ
い
て
は
、
地
元
漁
船
の
存

続
対
策
と
し
て
の
新
船
建
造
や

続
対
策
と
し
て
の
新
船
建
造
や

外
来
船
誘
致
に
よ
る
水
揚
量
の

外
来
船
誘
致
に
よ
る
水
揚
量
の

増
に
向
け
た
冷
蔵
・
冷
凍
能
力

増
に
向
け
た
冷
蔵
・
冷
凍
能
力

の
強
化
、
漁
港
に
お
け
る
慢
性

の
強
化
、
漁
港
に
お
け
る
慢
性

的
な
人
手
不
足
を
補
う
た
め
の

的
な
人
手
不
足
を
補
う
た
め
の

デ
ジ
タ
ル
化
の
導
入
推
進
、
漁

デ
ジ
タ
ル
化
の
導
入
推
進
、
漁

業
後
継
者
の
確
保
・
育
成
な

業
後
継
者
の
確
保
・
育
成
な

ど
水
産
業
の
安
定
か
つ
発
展
的

ど
水
産
業
の
安
定
か
つ
発
展
的

な
経
営
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

な
経
営
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
向
け
格
別
の
支
援
を
要
望
す

に
向
け
格
別
の
支
援
を
要
望
す

る
。
る
。

　

ま
た
、
福
岡
市
に
本
社
を
置

　

ま
た
、
福
岡
市
に
本
社
を
置

く
大
手
水
産
関
係
企
業
の
浜
田

く
大
手
水
産
関
係
企
業
の
浜
田

市
進
出
に
つ
い
て
は
、
当
市
水

市
進
出
に
つ
い
て
は
、
当
市
水

産
業
の
振
興
と
地
域
経
済
の
発

産
業
の
振
興
と
地
域
経
済
の
発

展
に
期
待
が
高
ま
っ
て
お
り
、

展
に
期
待
が
高
ま
っ
て
お
り
、

施
設
整
備
や
雇
用
確
保
な
ど
事

施
設
整
備
や
雇
用
確
保
な
ど
事

業
が
計
画
的
に
進
捗
す
る
よ
う

業
が
計
画
的
に
進
捗
す
る
よ
う

格
別
の
支
援
を
お
願
い
す
る
。

格
別
の
支
援
を
お
願
い
す
る
。

３
．
浜
田
海
上
保
安
部
の
機
能

３
．
浜
田
海
上
保
安
部
の
機
能

強
化
に
つ
い
て

強
化
に
つ
い
て

　

海
上
保
安
庁
に
お
い
て
は
、

　

海
上
保
安
庁
に
お
い
て
は
、

わ
が
国
周
辺
海
域
に
お
け
る
安

わ
が
国
周
辺
海
域
に
お
け
る
安

全
及
び
治
安
の
確
保
を
図
る
た

全
及
び
治
安
の
確
保
を
図
る
た

め
に
海
上
保
安
体
制
の
強
化
を

め
に
海
上
保
安
体
制
の
強
化
を

掲
げ
て
お
り
、
今
後
、
日
本
海

掲
げ
て
お
り
、
今
後
、
日
本
海

側
の
海
上
監
視
体
制
の
強
化
に

側
の
海
上
監
視
体
制
の
強
化
に

も
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

も
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
浜
田
港
の
さ
ら

　

つ
い
て
は
、
浜
田
港
の
さ
ら

な
る
利
活
用
促
進
の
た
め
、
巡

な
る
利
活
用
促
進
の
た
め
、
巡

視
船
等
の
大
型
化
、
配
備
隻
数

視
船
等
の
大
型
化
、
配
備
隻
数

２
．
石
見
地
域
に
お
け
る
地
域

２
．
石
見
地
域
に
お
け
る
地
域

医
療
体
制
の
維
持
、
確
保
に
向

医
療
体
制
の
維
持
、
確
保
に
向

け
た
支
援
に
つ
い
て

け
た
支
援
に
つ
い
て

　

県
西
部
地
域
の
左
記
中
核
病

　

県
西
部
地
域
の
左
記
中
核
病

院
で
は
、
医
師
や
医
療
従
事
者

院
で
は
、
医
師
や
医
療
従
事
者

の
不
足
に
よ
り
医
療
機
能
が
低

の
不
足
に
よ
り
医
療
機
能
が
低

下
し
、
診
療
科
に
よ
っ
て
は
必

下
し
、
診
療
科
に
よ
っ
て
は
必

要
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

要
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て

き
な
い
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て

い
る
。
人
口
減
少
や
高
齢
化

い
る
。
人
口
減
少
や
高
齢
化

が
急
速
に
進
む
中
、
公
共
交
通

が
急
速
に
進
む
中
、
公
共
交
通

も
充
分
で
は
な
い
こ
の
地
域
に

も
充
分
で
は
な
い
こ
の
地
域
に

お
い
て
は
、
日
常
的
な
医
療
ア

お
い
て
は
、
日
常
的
な
医
療
ア

ク
セ
ス
が
著
し
く
困
難
な
状
況

ク
セ
ス
が
著
し
く
困
難
な
状
況

が
常
態
化
し
て
い
る
。
こ
う
し

が
常
態
化
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
医
師

た
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
医
師

不
足
や
診
療
科
の
偏
在
を
是
正

不
足
や
診
療
科
の
偏
在
を
是
正

し
、
圏
域
を
ま
た
い
だ
医
療
機

し
、
圏
域
を
ま
た
い
だ
医
療
機

能
や
連
携
体
制
を
確
立
す
る
た

能
や
連
携
体
制
を
確
立
す
る
た

め
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
お
願

め
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
お
願

い
し
た
い
。

い
し
た
い
。

　

ま
た
、
地
方
に
お
け
る
医
師
・

　

ま
た
、
地
方
に
お
け
る
医
師
・

医
療
従
事
者
の
深
刻
な
不
足
を

医
療
従
事
者
の
深
刻
な
不
足
を

根
本
か
ら
改
善
す
る
た
め
、
国

根
本
か
ら
改
善
す
る
た
め
、
国

に
対
し
て
包
括
的
か
つ
実
効
性

に
対
し
て
包
括
的
か
つ
実
効
性

の
あ
る
支
援
策
の
検
討
・
実
施

の
あ
る
支
援
策
の
検
討
・
実
施

を
要
請
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

を
要
請
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
た
い
。

願
い
し
た
い
。

　

〇
中
核
病
院

　

〇
中
核
病
院

　
　

大
田
市
立
病
院

　
　

大
田
市
立
病
院

　
　

済
生
会
江
津
総
合
病
院

　
　

済
生
会
江
津
総
合
病
院

　
　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

益
田
赤
十
字
病
院

　
　

益
田
赤
十
字
病
院

　
　

益
田
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

益
田
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

医
師
会
病
院

　
　

医
師
会
病
院

１
．
石
州
瓦
業
界
に
対
す
る
県

１
．
石
州
瓦
業
界
に
対
す
る
県

支
援
の
継
続
に
つ
い
て

支
援
の
継
続
に
つ
い
て

　

石
見
地
域
の
主
要
地
場
産
業

　

石
見
地
域
の
主
要
地
場
産
業

で
あ
る
石
州
瓦
は
、
住
宅
着
工

で
あ
る
石
州
瓦
は
、
住
宅
着
工

件
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
中
、

件
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
中
、

近
年
は
瓦
の
産
地
間
競
争
に
加

近
年
は
瓦
の
産
地
間
競
争
に
加

え
、
他
の
屋
根
材
と
の
競
合
も

え
、
他
の
屋
根
材
と
の
競
合
も

激
し
く
な
り
需
要
の
低
迷
が
続

激
し
く
な
り
需
要
の
低
迷
が
続

い
て
い
る
。

い
て
い
る
。

　

株
式
会
社
シ
バ
オ
と
株
式
会

　

株
式
会
社
シ
バ
オ
と
株
式
会

社
丸
惣
の
経
営
統
合
に
よ
っ
て

社
丸
惣
の
経
営
統
合
に
よ
っ
て

瓦
百
景
株
式
会
社
が
誕
生
し
、

瓦
百
景
株
式
会
社
が
誕
生
し
、

令
和
令
和
66
年年
1212
月
か
ら
事
業
を
開

月
か
ら
事
業
を
開

始
さ
れ
て
い
る
。
令
和

始
さ
れ
て
い
る
。
令
和
77
年
度
年
度

に
は
新
た
に
関
連
企
業
を
含
め

に
は
新
た
に
関
連
企
業
を
含
め

た
個
社
支
援
制
度
も
創
設
い
た

た
個
社
支
援
制
度
も
創
設
い
た

だ
き
、
県
西
部
の
重
要
な
地
場

だ
き
、
県
西
部
の
重
要
な
地
場

産
業
の
存
続
に
向
け
、
引
き
続

産
業
の
存
続
に
向
け
、
引
き
続

き
石
州
瓦
業
界
に
対
す
る
支
援

き
石
州
瓦
業
界
に
対
す
る
支
援

を
い
た
だ
き
た
い
。

を
い
た
だ
き
た
い
。

の
拡
充
な
ど
、
浜
田
海
上
保
安

の
拡
充
な
ど
、
浜
田
海
上
保
安

部
の
機
能
強
化
に
向
け
た
働
き

部
の
機
能
強
化
に
向
け
た
働
き

か
け
を
要
望
す
る
。

か
け
を
要
望
す
る
。

４
．
浜
田
港
へ
の
海
上
自
衛
隊

４
．
浜
田
港
へ
の
海
上
自
衛
隊

艦
艇
の
物
資
補
給
基
地
誘
致
に

艦
艇
の
物
資
補
給
基
地
誘
致
に

向
け
た
支
援
に
つ
い
て

向
け
た
支
援
に
つ
い
て

　

浜
田
港
は
、
国
か
ら
重
要
港

　

浜
田
港
は
、
国
か
ら
重
要
港

湾
と
し
て
指
定
を
受
け
、
海
上

湾
と
し
て
指
定
を
受
け
、
海
上

輸
送
網
の
拠
点
と
し
て
港
湾
機

輸
送
網
の
拠
点
と
し
て
港
湾
機

能
の
強
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も

能
の
強
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も

に
、
地
域
経
済
を
支
え
る
物
流

に
、
地
域
経
済
を
支
え
る
物
流

拠
点
と
し
て
、
官
民
一
体
と

拠
点
と
し
て
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
利
用
促
進
に
取
り
組
ま

な
っ
て
利
用
促
進
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
。

れ
て
い
る
。

　

海
上
自
衛
隊
艦
艇
の
浜
田
港

　

海
上
自
衛
隊
艦
艇
の
浜
田
港

寄
港
は
、
市
民
に
と
っ
て
の
大

寄
港
は
、
市
民
に
と
っ
て
の
大

き
な
安
心
と
物
資
の
補
給
な
ど

き
な
安
心
と
物
資
の
補
給
な
ど

に
よ
る
大
き
な
経
済
効
果
を
も

に
よ
る
大
き
な
経
済
効
果
を
も

た
ら
す
も
の
と
一
層
期
待
が
強

た
ら
す
も
の
と
一
層
期
待
が
強

ま
っ
て
い
る
。

ま
っ
て
い
る
。

　

つ
い
て
は
、
海
上
自
衛
隊
艦

　

つ
い
て
は
、
海
上
自
衛
隊
艦

艇
の
物
資
補
給
基
地
誘
致
に
向

艇
の
物
資
補
給
基
地
誘
致
に
向

け
た
働
き
か
け
を
要
望
す
る
。

け
た
働
き
か
け
を
要
望
す
る
。

浜

田

商

工

会

議

所

地

域

要

望

項

目

石

見

地

域

の　

　

　

　

　

振

興

に

つ

い

て

新
た
な
周
遊
ル
ー
ト
の
造
成
を

新
た
な
周
遊
ル
ー
ト
の
造
成
を

要
望
す
る
。

要
望
す
る
。
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第
4
回

新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
等

合
同
プ
レ
ス
発
表
会　

Vol.

②

株
式
会
社
ウ
ェ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

　

先
月
号
に
引
き
続
き
、

　

先
月
号
に
引
き
続
き
、
77

月月
1515
日
に
行
わ
れ
た
新
商
品
・

日
に
行
わ
れ
た
新
商
品
・

新
サ
ー
ビ
ス
等
合
同
プ
レ
ス

新
サ
ー
ビ
ス
等
合
同
プ
レ
ス

発
表
会
を
紹
介
い
た
し
ま
す

発
表
会
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。。

声
が
あ
り
ま
し
た
。
ク
ロ
モ
ジ

声
が
あ
り
ま
し
た
。
ク
ロ
モ
ジ

の
爽
や
か
な
森
の
香
り
で
心
地

の
爽
や
か
な
森
の
香
り
で
心
地

よ
い
ス
キ
ン
ケ
ア
タ
イ
ム
を
提

よ
い
ス
キ
ン
ケ
ア
タ
イ
ム
を
提

供
し
な
が
ら
、
年
齢
肌
を
意
識

供
し
な
が
ら
、
年
齢
肌
を
意
識

し
た
成
分
を
配
合
。
香
料
・
着

し
た
成
分
を
配
合
。
香
料
・
着

色
料
・
鉱
物
油
・
パ
ラ
ベ
ン
・

色
料
・
鉱
物
油
・
パ
ラ
ベ
ン
・

石
油
系
界
面
活
性
剤
・
紫
外
線

石
油
系
界
面
活
性
剤
・
紫
外
線

吸
収
剤
不
使
用
と
い
う
肌
に
や

吸
収
剤
不
使
用
と
い
う
肌
に
や

さ
し
い
処
方
を
実
現
し
ま
し

さ
し
い
処
方
を
実
現
し
ま
し

た
。
た
。

　

性
別
や
時
間
に
縛
ら
れ
な
い

　

性
別
や
時
間
に
縛
ら
れ
な
い

シ
ン
プ
ル
で
高
機
能
な
ス
キ
ン

シ
ン
プ
ル
で
高
機
能
な
ス
キ
ン

ケ
ア
と
し
て
、
幅
広
い
世
代
に

ケ
ア
と
し
て
、
幅
広
い
世
代
に

向
け
た
商
品
で
す
。

向
け
た
商
品
で
す
。

　　

77
月
下
旬
よ
り
公
式
オ
ン
ラ

月
下
旬
よ
り
公
式
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
や
各
通
販
Ｅ
Ｃ

イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
や
各
通
販
Ｅ
Ｃ

サ
イ
ト
、
島
根
県
観
光
物
産

サ
イ
ト
、
島
根
県
観
光
物
産

館
・
日
比
谷
し
ま
ね
館
・
温
泉

館
・
日
比
谷
し
ま
ね
館
・
温
泉

施
設
な
ど
で
順
次
発
売
し
て
い

施
設
な
ど
で
順
次
発
売
し
て
い

ま
す
。
「
島
根
の
天
然
資
源
の

ま
す
。
「
島
根
の
天
然
資
源
の

価
値
を
全
国
に
届
け
て
い
き
た

価
値
を
全
国
に
届
け
て
い
き
た

い
」
と
Ｐ
Ｒ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
」
と
Ｐ
Ｒ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成

　

平
成
1616
年
創
業
の
株
式
会
社

年
創
業
の
株
式
会
社

ウ
ェ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
戸
津
川

ウ
ェ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
戸
津
川

美
恵
子
代
表
取
締
役
社
長
は
、

美
恵
子
代
表
取
締
役
社
長
は
、

新
商
品
「
ア
ン
エ
ラ
プ
ラ
ス
」

新
商
品
「
ア
ン
エ
ラ
プ
ラ
ス
」

に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
は
浜
田
市
金
城
町
の

　

こ
ち
ら
は
浜
田
市
金
城
町
の

天
然
水
「
金
城
の
華
」
と
島
根

天
然
水
「
金
城
の
華
」
と
島
根

ク
ロ
モ
ジ
を
配
合
し
た
ス
キ
ン

ク
ロ
モ
ジ
を
配
合
し
た
ス
キ
ン

ケ
ア
商
品
で
す
。

ケ
ア
商
品
で
す
。

　

同
社
は
こ
れ
ま
で
に
も

　

同
社
は
こ
れ
ま
で
に
も
「「
金金

城
の
華

城
の
華
」」
を
ベ
ー
ス
に
し
た
基

を
ベ
ー
ス
に
し
た
基

礎
化
粧
品
「
ア
ン
エ
ラ
」
シ
リ
ー

礎
化
粧
品
「
ア
ン
エ
ラ
」
シ
リ
ー

ズ
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、

ズ
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
の
新
商
品
は
島
根
県
立
大

今
回
の
新
商
品
は
島
根
県
立
大

学
と
の
産
学
連
携
に
よ
っ
て
商

学
と
の
産
学
連
携
に
よ
っ
て
商

品
開
発
が
実
現
し
ま
し
た
。

品
開
発
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

開
発
の
背
景
に
は
、
「
も
っ

　

開
発
の
背
景
に
は
、
「
も
っ

と
シ
ン
プ
ル
に
、
で
も
、
き
ち

と
シ
ン
プ
ル
に
、
で
も
、
き
ち

ん
と
肌
を
整
え
た
い
」
「
忙
し

ん
と
肌
を
整
え
た
い
」
「
忙
し

い
毎
日
で
も
続
け
ら
れ
る
ケ
ア

い
毎
日
で
も
続
け
ら
れ
る
ケ
ア

が
ほ
し
い
」
と
い
う
お
客
様
の

が
ほ
し
い
」
と
い
う
お
客
様
の

▲新商品アンエラプラス

▲左から　戸津川隆元会長　戸津川美恵子社長

市
の
馬
糞
堆
肥
・
車
海
老
の
脱

市
の
馬
糞
堆
肥
・
車
海
老
の
脱

皮
殻
・
金
城
の
温
泉
水
な
ど
地

皮
殻
・
金
城
の
温
泉
水
な
ど
地

域
の
資
源
を
土
に
還
す
循
環
型

域
の
資
源
を
土
に
還
す
循
環
型

農
業
も
大
き
な
特
徴
で
、
除
草

農
業
も
大
き
な
特
徴
で
、
除
草

剤
不
使
用
・
化
学
農
薬
を
慣
行

剤
不
使
用
・
化
学
農
薬
を
慣
行

栽
培
の
５
割
以
下
に
抑
え
た
環

栽
培
の
５
割
以
下
に
抑
え
た
環

境
に
や
さ
し
い
栽
培
を
実
践
し

境
に
や
さ
し
い
栽
培
を
実
践
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

そ
の
品
質
は
第
三
者
か
ら
も

　

そ
の
品
質
は
第
三
者
か
ら
も

認
め
ら
れ
て
お
り
、
野
菜
ソ
ム

認
め
ら
れ
て
お
り
、
野
菜
ソ
ム

リ
エ
協
会
に
よ
る
第

リ
エ
協
会
に
よ
る
第
44
回
全
国

回
全
国

桃
選
手
権
で
銅
賞
を
受
賞
。
地

桃
選
手
権
で
銅
賞
を
受
賞
。
地

元
ス
ー
パ
ー
・
Ｊ
Ａ
・
産
直
コ
ー

元
ス
ー
パ
ー
・
Ｊ
Ａ
・
産
直
コ
ー

ナ
ー
に
加
え
、
東
京
都
・
京
都

ナ
ー
に
加
え
、
東
京
都
・
京
都

府
等
の
著
名
店
か
ら
も
高
い
評

府
等
の
著
名
店
か
ら
も
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。

価
を
得
て
い
ま
す
。

　

「
浜
田
か
ら
、
甘
い
記
憶
に

　

「
浜
田
か
ら
、
甘
い
記
憶
に

残
る
桃
を
。
」
農
産
物
・
観
光
・

残
る
桃
を
。
」
農
産
物
・
観
光
・

飲
食
店
と
の
連
携
を
通
じ
、
浜

飲
食
店
と
の
連
携
を
通
じ
、
浜

田
市
の
新
た
な
特
産
品
と
し
て

田
市
の
新
た
な
特
産
品
と
し
て

全
国
へ
発
信
を
続
け
る
内
藤
農

全
国
へ
発
信
を
続
け
る
内
藤
農

園
の
「
高
糖
度
桃
」
を
ぜ
ひ
ご

園
の
「
高
糖
度
桃
」
を
ぜ
ひ
ご

賞
味
く
だ
さ
い
と
Ｐ
Ｒ
い
た
だ

賞
味
く
だ
さ
い
と
Ｐ
Ｒ
い
た
だ

き
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。

　

令
和

　

令
和
66
年
創
業
の
内
藤
農
園

年
創
業
の
内
藤
農
園

の
内
藤
敬
代
表
は
、
「
高
糖
度

の
内
藤
敬
代
表
は
、
「
高
糖
度

桃
」
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
同

桃
」
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
同

事
業
所
は
祖
父
の
代
か
ら
続
く

事
業
所
は
祖
父
の
代
か
ら
続
く

家
庭
菜
園
の
桃
を
原
点
に
、
桃
・

家
庭
菜
園
の
桃
を
原
点
に
、
桃
・

レ
モ
ン
・
文
旦
な
ど
の
柑
橘
類

レ
モ
ン
・
文
旦
な
ど
の
柑
橘
類

を
栽
培
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

を
栽
培
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
直
販
所
に
出
し
て
い

　

か
つ
て
直
販
所
に
出
し
て
い

た
桃
の
評
価
が
高
く
な
か
っ
た

た
桃
の
評
価
が
高
く
な
か
っ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
「
ど
う

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
「
ど
う

す
れ
ば
お
い
し
い
と
言
っ
て
も

す
れ
ば
お
い
し
い
と
言
っ
て
も

ら
え
る
の
か
」
を
独
自
に
研
究

ら
え
る
の
か
」
を
独
自
に
研
究

し
続
け
、
全
国
に
わ
ず
か
に
存

し
続
け
、
全
国
に
わ
ず
か
に
存

在
す
る
糖
度

在
す
る
糖
度
2020
度
超
え
の
桃
農

度
超
え
の
桃
農

家
の
存
在
を
知
っ
た
こ
と
で
、

家
の
存
在
を
知
っ
た
こ
と
で
、

高
糖
度
栽
培
へ
の
挑
戦
が
始
ま

高
糖
度
栽
培
へ
の
挑
戦
が
始
ま

り
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

　

「
高
糖
度
桃
」
の
特
徴
と
し

　

「
高
糖
度
桃
」
の
特
徴
と
し

て
①
糖
度

て
①
糖
度
1212
度
以
上
（
最
高

度
以
上
（
最
高
2020

度
超
え
）
と
い
う
厳
格
な
出
荷

度
超
え
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(5) 令和8年10月15日（発行定日15日） 第445号

［  浜田商工会議所 青年部だより － 10月号 － ］
〒 697-0026 浜田市田町 1668〒 697-0026 浜田市田町 1668

　8月例会について Origin 委員会　委員長　南條　達也

▲お互いの意見を交えレクリエーションを取組む様子

ＢＢ大鍋フェスティバル2026について

　8月 20 日（木）、浜田商工会議所において 8月例会を開催しました。

　今回は、青年経済人としての経営判断能力を高め、実践的な学びを共有し広げていくことを目的にメンバー 19 名

参加の下、松下幸之助＜理念経営＞実践ゲームを実施しました。

　参加者は各卓に分かれ、楽しみながらも真剣にプレイに取り組む様子が印象的でした。

　貢献値 2000 に届いたチームはありませんでしたが、事後アンケートでは参加者の 8 割が「貢献値 2000 を意識して

行動できた」と回答しており、結果以上にチームで意識し合うプロセス自体に大きな学びがあったことがうかがえま

した。

　アンケートからは「話し合いの重要さ」「仲間を頼ることの大切さを認識した」「周囲の得意分野を活かして役割分

担することで利益が上がる」といった声が多く挙がり、参加者の 7 割以上が「自分で考え、選択し、行動できた」と

回答しました。

　終了後も「あれが足りなかった」「もっと相談すればよかった」という反省を交えた会話があちこちで続き、「実際

に購入したい」という声も複数聞かれるなど、参加者自身が学びを実務に引き寄せて捉えている様子が確認できました。

　今回得た『話し合い』『頼り合い』の大切さを実務や地域活動に活かしながら、青年部一同、引き続き研鑽を積んで

まいります。

［ 主催 ］ BB大鍋フェスティバル実行委員会 　［ 運営・主管 ］ 浜田商工会議所青年部

66

小雨
決行

［ お問合せ先 ］

BB大鍋フェスティバル事務局
tel.0855‐22‐3025
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PPP
PPP

会場
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● ●

西部運転
免許センター
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国道9号バイパス（浜田道路）

国道186号

●浜田市役所国道9号
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城

今年
は会場が変わります！今年
は会場が変わります！

当日は
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を運行

詳細は特設ホームページを
ご覧ください。

特設ホームページ
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(6)第445号 令和8年10月15日（発行定日15日）

１.会議所会員加入承諾について　    

　　[7月末会員数] 　1,071　[8月末会員数]　1,071

　　[2026年4月1日現在商工業者数]　2,089

　　[組織率]   51.27％

    　加入事業所数 ： 4　　退会事業所数 ： 4

  協議事項

会議所月報

 事業説明
１.「公正取引委員会の最近の活動状況等」ついて

　　説明者：公正取引委員会事務総局

　　近畿中国四国事務所

　　中国支所　支所長　村重健太郎 氏

新入会員のご案内　　ご入会いただきありがとうございます(敬称略）
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▲参加者全員によるガンバロウ三唱ガンバロウ三唱

  報告事項
１.浜田市長要望ついて

２.浜田市特別職報酬等の審議に係るアンケートについて

３.「令和８年熊本地震」災害支援金へのご協力のお願いについて

４.優良商工従業員表彰式について

５.第4回新商品・新サービス等合同プレス発表会について

６.ベストウイズクラブ30周年記念「福祉制度キャンペーンPart2」ついて
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＜ご購入場所＞　＜ご購入場所＞　

浜田商工会議所または販売店にてご購入いただけます。浜田商工会議所または販売店にてご購入いただけます。

浜田で買って 浜田で使って 浜田を元気に！！浜田で買って 浜田で使って 浜田を元気に！！

小規模共済のご案内

お知らせ
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　発行所：浜田商工会議所　　住所：〒 697-0026　島根県浜田市田町 1668　　TEL：(0855)22-3025　　FAX：(0855)22-5400

　編集発行人：佐々木　規雄　　印刷所：柏村印刷株式会社　１部 50 円（但し会員の購読料は会費の中に含まれます）

　　　　　　アクサ生命からのお知らせ

〒690-0007　松江市御手船場町 551　ニッセイ松江ビル 6 階
TEL： ����-��-����　FAX： ����-��-����

ジョブ産雇（公益財団法人産業雇用安定センター） 島根事務所
2分でわかる !!
ジョブ産雇
サービス紹介動画


